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自動ドアの具体的な安全対策について（情報提供） 

 

平素より建築行政の円滑かつ適切な運用に御尽力いただき、感謝申し上げます。  

「自動ドアの安全対策について（情報提供）」（令和３年６月 25日付け事務

連絡）において、自動ドアの安全対策については、消費者安全調査委員会が令和

３年６月 25 日に公表した「自動ドアによる事故」に係る事故等原因調査報告書

を参考としていただくようお願いしているところですが、国土交通大臣への意

見として建築設計者に周知すべきとされている事項の具体的な対策としては、

下記に御留意くださいますようお願いします。 

なお、全国自動ドア協会において、安全ガイドブック（別添１及び２）を発行

しておりますので、同報告書と併せて御活用いただきますよう貴団体会員に対

し周知をお願いします。 

 

 

記 

 

 通行者の動線等を考慮して、設計段階で安全対策を検討してください。この場

合、以下について、別添の安全ガイドブックや報告書に記載されていますので、

これらの内容に留意してください。 

 

１ センサー検出範囲の確保 

  歩行者とドアの衝突を防止するため、起動検出範囲は、幅方向は有効開口幅

より左右各々150mm 以上広げた寸法とし、進行方向はドアの面から 1,000mm 以

上とすること。 

  また、歩行者の立ち止まりなどの際にも歩行者にドアが接触しないよう、保

護領域はドアの面から 200mm 以上とすること。 

 

 

 



２ 斜め進入の防止、戸袋部への進入防止 

  斜め進入を制限し、衝突を防止するためのガードスクリーンや防護柵を設

置すること。 

 

３ 併用センサーの設置 

  タッチスイッチなどの手動起動装置を使用する場合は、連続する歩行者を

考慮し、少なくとも閉作動中は検出機能が有効となるセンサーを設置すること。 

 

４ 共用玄関の操作者目線を考慮した操作盤の設置 

  共用玄関の操作者が操作盤を見ている状態においても、ドアの前の安全が

確認できる位置に操作盤を設置すること。 

   

５ 自動ドアの視認性等を考慮したドアデザイン 

  ドアの視認性を向上するため、ドアの戸先や戸尻を識別しやすいデザイン

とすること。 

 

 
 

問合せ先 

国土交通省住宅局参事官（建築企画担当）付 池町 井上 

代表 03-5253-8111（内線 39-568） 直通 03-5253-8126 
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